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進化経済地理学における時間と歴史

外枦保　大　介

Ⅰ　はじめに

進化経済地理学は、進化経済学を含む広範な進化的な着想や概念を経済地理

学に摂取し、最近の約20年間で成長を遂げてきた新たな研究潮流である。これ

までも進化経済地理学の概説的なレビューは、外枦保（2012）や野尻（2013）、
Boschma and Frenken（2018）などによってなされてきた。進化経済地理学の特

徴は、第１に進化論的観点をもつ様々な学問領域の概念の適用を試みること、

第２に変化の過程やメカニズムを強調すること、第３に地域が変化するときに

進化論的特徴を有するかどうかという点に強い関心があることにまとめられる

（外枦保 2012）。このように進化経済地理学は、地域の変化に対して時間や歴史

に関わる概念や手法を用いながら説明を試みており、これは類似した着眼点を

もつ歴史地理学や時間地理学に並んで際立った観点であるといえる。

これまでも「地理と歴史は経済過程を理解する鍵」（Garretsen and Martin 2010: 

130）という主張がしばしば表明されてきたように、経済地理学において時間や

歴史を意識したアプローチは、進化経済地理学以前においてもみられてきた。

過去の状況が現在のそれに影響を及ぼすことに言及した素朴な議論として、地

理的慣性（山口1965; 脇田1990）や、書かれた文字を消して別の内容を上書きし

た羊皮紙の写本を歴史の積み重ねになぞらえたパリンプセスト palimpsest のメ

タファー（Harvey 1997; Mah 2012; Storm 2014）が挙げられる。また、理論的に

は、たとえば経済学の累積的因果連関（Myrdal 1957; Kaldor 1978）やプロダク

トサイクル（Vernon 1966）を援用して、経済地理学でも経済発展の地域的・時

間的な差異をめぐった議論がなされてきた。
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かつて Lui（2009: 23）は、「歴史的時間における経済地理学の進化を、論理

的な時間だけでなく、歴史的な文脈にも位置づけるべき」と述べ、これは進化

経済地理学における時間と歴史の両観点の意義を強調した先駆といえる。その

後も、進化経済地理学では、これまでの研究成果を時間や歴史の取り扱い方に

注意を払いながら整理する取り組みが Henning（2019）や Martin and Sunley

（2022）によって進められてきた。そこでこれらを手掛かりとしながら、本稿は

進化経済地理学における時間や歴史を用いた様々なアプローチを整理し、方法

論上の再検討を図ることを目的にした。進化経済地理学の議論を一旦棚卸して、

地域の発展や衰退に関わる時間や歴史の取り扱い方を再考することは、進化経

済地理学の方法論に示唆を与えることが期待される。

本論に入る前に辞書的な定義 1を確認しておくと、時間とは「出来事が過去か

ら現在、そして未来へと明らかに不可逆的に連続して起こる非空間的連続体」

や「この連続体上の２点を区切る区間」を意味し、歴史とは「出来事を時系列

的に記録したもの」や「過去の出来事を記録し分析する知識の一分野」を意味

する。本稿で論じる時間と歴史の相違について、Henning（2019）は、抽象と現

実のマトリックスと組み合わせて表１にまとめている。Henning（2019）による

と、時間は、絶対的な意味で時間の長短という観念がほとんどない１次元の時

間という抽象的な時間、あるいは日や週という単位の現実の時間という形に区

1 The American Heritage Dictionary of the English Language による。
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表 1 時間・歴史と抽象・現実のマトリックス 

 
(Henning 2019: 603 による). 

 

 
図 1 不況からの回復の様式化されたタイプ 

(Martin and Gardiner 2019: 1806 による). 

 
 

抽象 現実

時間
「研究上の時間」(Corpataux

and Crevoisier 2007)

時
日
週

年間 (例：1900～1980年)

歴史

産業ライフサイクル
連続モデル：

　技術シフト、長期
複雑モデル

(Martin and Sunley 2007)

「時間的な知恵」
産業革命

技術拡散の経験的知識
制度変化の経験的知識

時間

Lo
g 

O
ut

pu
t

a
b

c

d

e

f

g

h

i
j

フリードマン型の不況

ポジティブな履歴効果の不況

不況発生

ハミルトン型の

ネガティブな履歴効果の不況
ハミルトン型の

ネガティブな履歴効果の不況
低成長率を伴った

ポジティブな履歴効果の不況
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表１　時間・歴史と抽象・現実のマトリックス

（Henning 2019: 603による）．
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分され、また、歴史は、技術シフトなどの経済史や歴史経済学で用いられる理

論的歴史区分のような抽象的な歴史、あるいは経済が発展する現実的かつ文脈

的な歴史的期間である現実の歴史に区分される。現実の歴史は、「地理的な知

恵」を求める Boschma（2017）になぞらえて、「時間的な知恵」として呼称でき

ると論じられている（Henning 2019）。さらに、Henning（2019）は、進化経済

地理学では、イノベーションの創出や拡散には時間の経過を要するため時間を

摩擦要因として捉え（Lee and Saxenian 2008）、産業や地域の歴史を文脈理解の

ために用いられてきたことを踏まえて、進化経済地理学を、時間と歴史、抽象

と現実のマトリックスで反復しながら実践する手法と位置付けている。

Ⅱ　時間

１．地域レジリエンスと履歴効果
進化経済地理学の論題の１つとして、不況などの危機によって生じた地域的

な回復過程を考察する地域レジリエンスがある。地域経済に打撃を与える危機

は、Pendall et al. （2010）によって、外生的で短期間に生じるショックと、内生

的で緩やかな影響をもたらすスローバーンの２つに類型化された。これにより、

短期的・一時的な影響を与えるショックと、長期的・持続的な影響を与えるス

ローバーンが峻別され、影響の持続期間の長さという時間に焦点が当てられた

とみることができる。地域レジリエンスの実証研究では、単一のショックとそ

の回復過程を分析するだけではなく、複数のショックと回復過程を捉えて長期

的に検討する研究もみられ（Fingleton et al. 2012; Cellini and Torrisi 2014; Martin 

et al. 2016）、地域レジリエンスを地域の長期的進化に接続した議論への展開も

進んでいる（Martin and Sunley 2015a; Boschma 2015）。

地域に打撃を与える危機は、履歴効果を伴うことが少なくない。経済学にお

いて履歴効果とは、「一時的な攪乱が経済の経路に恒久的な影響を与える状況」

（ローマー 2010: 531）と定義され、ショックの悪影響が言及されてきた。これ

に対して、Martin（2012）は、ショックによって「創造的破壊」（Schumpeter 
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1942）が生じて雇用増加をもたらすような良い影響が起こりうる可能性もあり

うることを指摘した。そのうえで、過去のすべてが未来に影響を与えるのでは

なく、履歴効果を選択的な経路依存の過程とみなし、レジリエンスと履歴効果

との概念を効果的に組み合わせることで、不況に対する地域経済の起こりうる

反応の把握に貢献すると論じた。この議論を発展させて、Martin and Gardiner

（2019）は、履歴効果による様式化された経路変化を図１に示している。彼らに

よると、Friedman（1993）のモデルでは、不況ショックは図１の b － c － d の
V 字型を描き、完全雇用成長経路（a － b － d － e）に回帰するのに対して、履

歴効果を考慮した Hamilton（1989）による説明では、不況の影響を受けるとパ

フォーマンスが一旦低下し、成長率を維持したまま c － f のような経路をたど

る場合や、成長率も低下して c － g のようなネガティブな履歴効果を示す場合

が想定されている。一方で、ショックが「創造的破壊」を引き起こすと、パ

フォーマンスが a － b の延長の経路よりも向上して c － d － h － i のような経

路をたどる場合や、成長率も上昇して c － d － h － j のようなポジティブな履

歴効果を示す場合も可能性としては考えられる（Martin and Gardiner 2019）。た

だし、これらはもちろん様式化されたものであり、Cerra and Saxena（2008）に

よる実証研究では Friedman（1993）型の反応を示す国はほとんどなく、多くの

図１　不況からの回復の様式化されたタイプ
（Martin and Gardiner 2019: 1806による）．

Lo
g 

O
ut

pu
t

a
b

c

d

e

f

g

h

i
j



― 96 ― ― 97 ―

進化経済地理学における時間と歴史

場合、b － c － g や b － c － f の軌道を示すことが確認されている。

２．一時性と機会空間
進化経済地理学では、経路創造という議論も活況を呈している。Martin and 

Sunley（2015b）は、多様性、選択、保持というネオダーウィニズムから、可塑

性、頑健性、進化可能性、創発、ニッチ構築、自己組織化などの発展へ、進化

経済地理学の着眼点が移りつつあることを「発展的転回」developmental turn と

呼んだ。経路創造の原動力になる鍵概念が、アクターの意図や行動に関わるエー

ジェンシー（行為主体性）である（Garud and Karnøe 2001, 2003）。エージェン

シーは、経路を変化させる変化エージェンシーと、制度構成の維持や再生産に

作用する再生産エージェンシーに分けられる（Bækkelund 2021）。地域の成長経

路は、変化エージェンシーと再生産エージェンシーの相互作用の結果として生

じてきたと捉えられている（Grillitsch and Sotarauta 2020）。経路の変化は、「構

造の二重性」（Giddens 1984）を前提 2として、構造とエージェンシーとの間の複

雑な相互作用の結果とみなされる（Benner 2023）。この構造－エージェンシー

を媒介するものとして、以下に示す一時性 temporality や機会空間 opportunity 

space という概念が開発されている。

①　一時性

波乱万丈で落ち着きがない資本主義社会の中で、時として一時的な特定の出

来事により拡大的なダイナミクスが生じる場合がある（Sewell 2008）。一時的な

出来事のうち、経路変化のターニングポイントとなるものは重大な岐路 critical 

juncture とよばれ、経路創造論ではその特定が焦点とされている（Sotarauta and 

Grillitsch 2023）。重大な岐路は、状況依存的 contingent な性格をもち、結果の自

己強化的な性質が強調される（Ermakoff 2017）。Grillitsch et al.（2022）は、この

ような一時性を構造とエージェンシーに関する理論の重要概念であると位置づ

2 �人文地理学における構造化理論の受容や批判的検討を取り扱った日本国内の研究として、森
川（1992）、大城ほか（1993）、堤（1995）、野尻（2011）などが挙げられる。
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け、近い将来と遠い将来におけるアクターの機会の認識と評価を指す「意図の

一時性」と、行動の短期的・長期的な結果を指す「結果の一時性」に峻別する

ことを主張した。意図の一時性は「個人レベルで行動を動機づける計画、目的、

目標に関係する」のに対して、結果の一時性は「個人、組織、地域の各レベル

で関連性」がある（Grillitsch et al. 2022: 111）。一般的に企業家活動が地域レベ

ルでの変化につながるまでには8～10年を要し、意図の一時性が即座に結果とし

て反映されることはあまりみられないため（Grillitsch et al. 2022）、意図の一時

性と結果の一時性にはズレが生じることになる。彼らによると、変化エージェ

ンシーには長期的な視点に立った意図が必要であるのに対して、再生産エージェ

ンシーはしばしば短期的な意図の視点を持っていることが示唆され、不況のよ

うなショックが生じると、本来必要な変化エージェンシーではなく、既存構造

を再生産する短期的視野に立ったエージェンシーが奨励される傾向にある3と述

べている（Grillitsch et al. 2022）。

②　機会空間
Markus Grillitsch を中心とする北欧諸国の研究者によって概念整理が進められ

ているのが、機会空間である。機会空間は、重大な岐路が現れた時に、アクター

に内生的あるいは外生的な変化を促す原動力になる機会を探索する空間である

（Grillitsch et al. 2018; Grillitsch and Sotarauta 2020）。機会空間の特徴は、以下の３

点にまとめられる。

第１に、機会空間は、立地機会の窓と関連した概念である。経済地理学では、

ある地域での新産業が過去の空間構造や初期条件とは独立した好機によって形

成されることを意味する「立地機会の窓」という概念が Scott and Storper（1987）

や Storper and Walker（1989）によって提起されていた。Kurikka et al. （2023）は、

立地機会の窓と対比させて、機会空間は連続的な時間的性質をもち、新しい産

3 �企業城下町において中核企業の業績が悪化する大きな経済的ショックが生じた場合に、下請
企業は中核企業からの依存脱却が求められるものの、短期間では抜本的な経営改革が困難で、
現状維持の対応に終始してしまう状況に照応する（外枦保 2018）。
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業・技術に限定されない概念であると位置づけている。

第２に、機会空間は、空間と産業構造の２つの次元から構成される（Grillitsch 

et al. 2018）。前者の空間は、知識の交換と学習のためのローカルアリーナであ

る具体的な地理的空間と、特定の産業領域で使用・開発される知識と技術を指

す抽象的な経済空間に分けられる（Grillitsch et al. 2018）。後者の産業構造は、地

域の特化や関連多様性、非関連多様性に細分化される（Frenken et al. 2007）。

第３に、機会空間は、特定の地域・時間・エージェント4に固有なものと位置

づけられている（Grillitsch and Sotarauta 2020）。このうち、地域の機会空間は、

個々のアクターではなく地域に焦点を当てるため、様々なタイプの経路開発を

含む機会に着目する（Kurikka et al. 2023）。また、時間固有の機会空間では、既

存の知識や技術などや将来の市場予測に基づく特定時点における可能性を指し、

現実の空間と抽象的な経済空間に対応する（Grillitsch et al. 2021）。さらに、機

会空間はエージェントにも固有であり、エージェントの未来を見据えた地域の

想像力と密接に結びついている（Kurikka et al. 2023）。

経路創造の議論では、イノベーションの創発や普及を正統化する過程が論点

になっている。Jolly and Hansen（2022）によると、新産業の発展では、産業構

造だけではなくイデオロギーや政治文化、政策の伝統などの政治的文脈も正統

性に影響を与えることが示唆されている。この正統化に重要な役割を果たすの

が、集団的な期待 5やビジョンである（Gherhes et al. 2022）。Emirbayer and Mische

（1998: 983-984）は、人間のエージェンシーを「単に過去のルーティンを繰り返

す」ような「反復的次元」に限定するのではなく、期待を通じて未来の可能性

に形や方向性を与える「思考と行動の新しい方向性」を生み出す「投影的次元」

にもあると位置づけ、「未来への想像力豊かな取り組みも人間のエージェンシー
4� �アクターには、エージェンシーを発揮するものとそうでないものがあり、このうち前者は
エージェントとして特定される。

5� �Steen（2016）は、科学技術社会学において科学技術の進展に対する期待やビジョンの役割に
着目した「期待の社会学 Sociology of expectations」（Borup et al. 2006）を援用して経路創造を
論じている。「期待の社会学」を紹介した鈴木（2013）は、日本国内における関連した動向
として、東京大学社会科学研究所における「希望学」（東大社研ほか 2009a, 2009b, 2009c, 
2009d）の取り組みに言及している。



― 100 ―

の重要な要素である」と主張した。エージェンシーを、反復的あるいは習慣的

な側面である「過去」から情報を得ていながら、代替的な可能性を想像する投

影的能力としての「未来」に向かって、また、これまでの習慣や将来のプロジェ

クトを文脈化する実践的－評価的能力として「現在」に向かって志向する、時

間的に埋め込まれた社会的関与の過程として概念化している。集団的な期待や

ビジョンは、機会空間に影響を与え、経路開発するアクターに貢献したりもす

るし、逆に抑制したりもする「精神的な門番 mental gatekeeper」（Miörner 2022: 

596）としての役割を果たす。

このような複雑な関係の機会空間を Kurikka et al.（2023）は、図２に示して

いる。彼女らによると、過去の発展の軌跡や、現在の地域的な構造に埋め込ま

れた状況を前提として、知覚される機会空間を望遠鏡とプロジェクターという

メタファーを用いて示しているのが特徴である。地域のエージェントは、それ

ぞれが独自の社会的フィルターをもって機会の世界を「望遠鏡」を通して展望

している。一方で、将来の期待やビジョンは何もないところから現れるもので

はなく、社会フィルターを通じて表出する。彼女らによると、社会フィルター

図２　機会空間の知覚
（Kurikka et al. 2023: 1443による）．

14 
 

 
図 2 機会空間の知覚 

(Kurikka et al. 2023: 1443 による). 
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として、成長の論理、専門化、空間スケール、時間軸、進歩の規模、行動様式、

機会の種類という７つが特定されている。この社会フィルターを通じて、「プロ

ジェクター」のように積極的な努力と創造の結果として、図２の（A）や（B）

のようなエージェント特有の機会空間が描かれる（Kurikka et al. 2023）。このよ

うに機会空間の概念は、構造とエージェンシーの間の相互作用の探求を容易に

するものになっている（Grillitsch and Sotarauta 2020）。

３．時間地理学からの示唆
人文地理学の学説史において、時間や経路、イノベーションというキーワー

ドは、進化経済地理学が初出ではない。これらのキーワードを約半世紀前に巧

みに用いて卓越した研究手法を確立したのが、スウェーデンの地理学者 Torsten 

Hägerstrand である。ルンド学派を先導した彼は、人口移動や空間的拡散、時間

地理学の研究で名高く知られている（杉浦 2001）。
Henning（2019）は、組織的・制度的枠組の中で組織されたミクロレベルの過

程を理論的に重視する点に、時間地理学と進化経済地理学との共通点を見出し

ている。一方で、カップリングやバンドルという概念を通じて制約を重視する

時間地理学に対して、進化経済地理学では制約による問題はあまり意識されて

いない（Henning 2019）。そこで、Henning（2019）は、時間地理学に基づき、時

間の経過に伴う制約条件の変化が、進化経済地理学の中核的メカニズムである

変異や淘汰、保持にどのような影響を与えるのか検討するように促し、より具

体的にはポートフォリオとしての経路、イノベーションと拡散、経済的補完性

の３点を提示している。

主に個人が分析対象の時間地理学に対して、進化経済地理学では主に企業な

どのアクターに着目するため、時間地理学の手法をそのまま適用することには

困難な点も否めないが、時間の経過に伴う諸状況の変化を検討してきた時間地

理学という先達の着想を活用することも考えるべきだろう。
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Ⅲ　歴史

１．経路依存性と歴史
進化経済地理学の鍵概念の１つである経路依存性は、過去と現在とを関係付

け、歴史に関連する概念である。経路依存性は、「ある時点での制度的配置や、

それ以前の経験・学習の影響を受けるため、ある時点以降の発展経路がそれ以

前の発展経路の影響を受けること」（塩沢・清水 2006: 460）と定義される。進

化経済地理学では、「地域の新たな成長経路は、ゼロから始まるのではなく、地

域の歴史的な経済構造に強く根ざしたもの」（Neffke et al. 2011: 261）と考えら

れてきた。

経路依存性の理解をめぐって、論者によっては緩く捉えられやすい難点も抱

えている。たとえば、比較政治学において経路依存性概念を考察した阪野（2006: 

70）は、経路依存性が「単に、過去の時点での政策決定がその後の政策決定や

方向性を規定する、といった意味でこの概念が用いられるケースも少なくない」

としたうえで、「こうした広義の理解では、単に『歴史が問題になる』（history 

matters）という一般的な見解を言い表しているに過ぎなくなってしまう」と述

べている。

経路依存性がしばしば歴史的決定主義として捉えられることに対する見解も

提示されてきた。たとえば、Håkansson and Lundgren（1997: 123）は、「経路依

存性は現在の全体が過去の全体から導出されるという歴史決定論を説くもので

はない」と論じ、「すべての道がローマに通じているわけではなく、道が道に通

じているように、特定の経路を『選択』することがすべての違いを生む」と述

べている。同様に、Walker（2000: 126）も、経路依存性は「技術や過去によっ

て決定された厳格な連続を意味するのではなく、確立された方向が他方よりも

一方に進みやすく、大規模な反転が困難になるロードマップを意味する」と論

じている。

このような議論は、地理学において古典的な環境決定論－環境可能論を想起

させて、既視感を覚えざるを得ない。地理学では、環境決定論から環境可能論
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に移行したことで、自然環境は人間の意思決定・行動に影響する可能性の１つ

に過ぎなくなり、両者の因果関係の説明が従前よりも困難になったことが知ら

れている。同様に捉えると、経路依存性は過去と現在とを結ぶ可能性の１つに

過ぎなくなり、その概念に、より厳格な意味を与える必要がある。そのため、

「経路依存性は経路の発生・開始に関わる過程と経路の再生産に関わる過程から

構成されている」（阪野2006: 71）と捉えたり、経路依存性には状況依存性や自

己強化、ロックインなどの過程が必要であることが提示されたりしている

（Vergne and Durand 2010）。

２．歴史認識へ向けて
Martin and Sunley（2022）は、期待されるほどには進化経済地理学が歴史を真

剣に受け止めていないために、その現状を打破する糸口として、経営史学の
Kipping and Üsdiken（2014）を基に、歴史的社会科学としての進化経済地理学

を再考している。Kipping and Üsdiken（2014）は、経営史の実証研究の中での

歴史を用いるアプローチを以下の３つに区分した。第１に、新理論を開発した

り、既存理論を修正・テストしたりするために歴史を用いるのが「歴史から理

論へ History to theory」である。この手法の１つとして、進化経済地理学では、

多変量回帰分析がしばしば用いられてきたが、Martin and Sunley（2022）は時間

の経過とともに変数間の因果関係が不変であるという前提には無理があること

を指摘している。第２に、理論モデル自体に不可欠な部分としての過去を利用

するのが「理論における歴史 History in theory」である。これは、「過程の先行

条件や形式としての歴史そのものが、説明の原動力」になり、「このような理論

は通常、時代を超越した一般的なものであると想定されるが、特定の時間的・

空間的設定における経験的な出来事や関係を説明するために用いられる」（Martin 

and Sunley 2022: 68）。進化経済地理学で多くの論者が言及してきた経路依存性

もこれに該当する。「歴史から理論へ」と「理論における歴史」の両アプローチ

には相互関係があり、後者は前者を検証するために用いられる（Martin and Sunley 

2022）。第３に挙げられるのが「歴史認識 Historical cognizance」である。「歴史
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から理論へ」の場合には、時代を超越した普遍的な解釈の枠組みではなく、特

定の時代の影響を明示的に概念化した理論を検証し、「理論における歴史」の場

合には、分析対象の実体や過程、関係の歴史的特殊性と状況依存性を理論的に

理解することであり、これら理論的説明の一般化には限界が存在する（Martin 

and Sunley 2022）。これらを超えて歴史的文脈を真剣に受け止めるのが「歴史認

識」であり、「原因過程を特定するための方法として、特定事例の歴史的展開に

基づく真価のわかる理論化」（Martin and Sunley 2022: 68）を目指すものである。

歴史認識の研究へ移行するために、Kipping and Üsdiken（2014）は、歴史がど

のように利用されているかをより明確かつ思慮深くなること、時代の影響や歴

史的状況依存性を認識すること、理論を重視する歴史家やその研究と交流する

ことの３点を提案している。このように「歴史認識」を意識した研究の必要性

が説かれている状況にあるといえる。

３．マルクス主義地理学と地理的政治経済学における歴史
「歴史認識」へ向けて端緒を開くために、本稿ではマルクス主義地理学におけ

る時間・歴史観に言及しておきたい。1980年代以降の英語圏におけるマルクス

主義地理学は、グローバル化が進む中で語られてきた「時間－空間の圧縮」と

いう言説 6に対抗して、時間や歴史をめぐる様々な議論を蓄積してきた。その中

心的論者である Harvey（1990a）は、空間と時間の経験を個人的かつ社会的な

ものとして再定置化するとともに、マルクス主義の理論的基盤の１つである史

的唯物論に地理を組み合わせた史的・地理的唯物論を提唱している。同様に、
Harvey（1990b）は、空間と時間に関する歴史地理学の構築を意図して、資本主

義下の社会的再生産や地理的不均等発展に内在する歴史地理の含意を考察した。

一方で、地域経済の構造を歴史的に形成された「諸層」の結合とみなして場所

のユニークネスやロカリティの意義を強調したのが、Massey（1984）である。

彼女は、「場所のアイデンティティを理解しようとするとき、時間から空間を、

6 �Urry（1995）は、社会学者や地理学者たちが時間と空間をどのように論じてきたのかを考察
している。



― 104 ― ― 105 ―

進化経済地理学における時間と歴史

あるいは歴史から地理を切り離すことはできないし、そうすべきではない」

（Massey 1995: 187）と述べ、場所論において歴史を語る意味を論じている。そ

のうえで、彼女は「ある場所をひとつの整然とした『時間－空間の封筒』に封

じ込めようとするのではなく、今、この場所に集まっているものは、多くの歴

史と多くの空間が結びついたものであることを認識する理解方法」（Massey 1995: 

191）が必要であると主張した。さらに、彼女が著した『空間のために』（Massey 

2005）と題した書籍においても、共時性や瞬間性、異時性、通時性、歴史性、

軌跡などの時間や歴史に関するキーワードが頻出するのが特徴的であり、時間

や歴史に関する諸概念を用いて、現代的な空間や場所の問題を読み解く手段と

して模索していたことが読み取れる。

これらに対して、政治経済学を援用して地理を論じる地理的政治経済学は、

経済空間に内在する権力関係や地理的不均等発展に着眼するものの（MacKinnon 

et al. 2009; Hassink et al. 2014）、マルクス主義を標榜しない故に理論的基盤が薄

弱で、Hodgson（2009: 172）は「首尾一貫した構造化された理論体系というよ

りは、マルクス主義や他の荒廃したパラダイムの廃棄物から救済された素敵な

アイデアのリサイクル箱」のようだと評している。それは史的唯物論への言及

を回避するため、歴史に対する言及もあまり見られない。

経路創造や地域レジリエンスの議論では、発展や再生が進む地域への関心が

高い一方で、世界中には回復や発展が見込みにくい「取り残された地域」も少

なくなく、愛着のある場所を放棄せざるを得ない人たちもいる（Phelps et al. 

2018; MacKinnon et al. 2022）。前述した議論も参照しながら、資本の論理が支配

する「空間」と人々が生きる「場所」とがせめぎ合う相克の歴史を読み解く進

化的な手法の確立も必要であろう。

Ⅳ　むすび

本稿は、進化経済地理学における時間や歴史を用いた様々なアプローチを検

討してきた。結びに本稿の内容をまとめ、展望を示したい。
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時間に対するアプローチとして、以下の３つに言及した。第１に、地域レジ

リエンスの議論では、影響の持続期間の長さによって短期的・一時的な影響を

与えるショックと、長期的・持続的な影響を与えるスローバーンが峻別される

とともに、地域レジリエンスを単一のショックからの回復過程だけではなく、

地域の長期的進化に結び付ける議論の進展を指摘した。また、履歴効果をネガ

ティブだけではなくポジティブにも捉えようとする議論の拡大についても取り

上げた。長期的な時間の変化が短期的な時間の変化の積み重ねという単純な議

論ではなく、ショックやスローバーン、履歴効果のような概念を用いて短期と

長期とを結びつける手法の有用性が確認された。第２に、経路創造の議論では、

一時性と機会空間の概念に着目した。エージェンシーを鍵概念とする経路創造

論では、構造との関係を理論上において整理することが不可避であり、これら

を媒介する概念として開発されてきた。第３に、時間地理学からの示唆として、

時間の経過に伴う制約条件の変化を進化経済地理学でも考察対象に加えること

が挙げられていた。

歴史に対するアプローチとして、以下の３つに言及した。第１に、進化経済

地理学の鍵概念の１つである経路依存性について検討し、それは歴史決定主義

ではなく、過去に依拠する可能性を示した議論であることが示された。第２に、

経営史学の Kipping and Üsdiken（2014）が示した「歴史から理論へ」「理論にお

ける歴史」「歴史認識」の３つのアプローチに基づき、「歴史認識」の必要性が

説かれている。第３に、マルクス主義地理学と地理的政治経済学における歴史

への言及を検討し、空間と場所の歴史を読み解く進化的な手法を確立させてい

くことの必要性を主張した。

ショックやエージェンシーなどによって作用する短期的・一時的な変化は、

長期的・持続的な変化や構造に影響を及ぼし、またそれは逆にも相互作用する。

それら時間的な積み重ねを文脈的に把握するのが歴史であり、決定主義的立場

をとらずに、過去と現在との関係を考察する必要があるといえる。進化論の特

徴の１つは、事後合理的な解釈であるとされるが（藤本 1997）、経路依存性の

議論を通じて地域の過去と現在との関係を事後合理的に論じるだけではなく、
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経路創造の議論を通じて現在と未来との関係を予察的に論じる枠組の精緻化も

求められる。それによって、進化経済地理学は、時間・歴史に対する空間・場

所の科学へとさらなる進化を遂げることができるだろう。

本稿では、進化経済地理学における時間や歴史について論じてきた。これま

での進化経済地理学の研究蓄積に伴って、経済地理学への進化論的なアイデア

の浸透は着実に進んできた。進化経済地理学が今後も進展していくかどうかは

未知数であるが、「経済地理学における進化」（MacKinnon et al. 2009）は今後も

継続的な進展が期待される。元来、地理学は、Karl RitterやPaul Vidal de la Blache

らの伝統以来、隣接学問の歴史学とは不可分の関係にある。地理学と歴史学と

の関係を論じながら歴史地理学の存在意義を雄弁に語った Baker（2003）など

と対比させて、「経済地理学における進化」の学説史上の位置付けを大局的に提

起していくことが今後も求められるだろう。

本研究は JSPS 科研費 JP 20H01397の助成を受けたものである。
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